
市長当日回答（要約） 各課回答・対応方針

1

　有害鳥獣対策として、今までは
イノシシ対策に力を入れ補助金な
どを活用しながら電気柵を設置し
た。今後はシカ対策をする必要が
ある。支援をお願いしたい。（水
稲生産者）

　有害鳥獣の増加は、全国で共通
の課題。なかなか難しい課題では
あるが、市も個体を減らすために
猟友会のみなさんのご協力を得な
がら、引き続き取り組んでいく。

　イノシシ対策用の柵に加え、シカ対策用の柵を設置する場合
は、既存柵の機能向上として、補助対象となります。ご相談いた
だき、実施について検討します。

農業振興課

2

　農業は、土日関係なく、また天
候に左右される仕事のため、鳥取
市内の中心地以外での土日保育の
支援拡充をしてほしい。（水稲生
産者）

　子育てのニーズも多様化してお
り、いろんな形で子育てを支援し
ていく。中心地域以外でも必要性
があるということは認識させてい
ただく。

　土曜日保育は、一部のニーズが少ない地域で12時30分までと
していますが、ほとんどの地域で、18時又は19時まで実施して
います。
　日曜日や祝日の保育（休日保育）は、市街地で1園が実施してい
るところですが、市内中心地以外での実施については、保育ニー
ズや保育需要を確認しながら検討してまいりたいと考えます。

児童家庭課

3

　ラッキョウを切る人を探すのも
たいへん。高齢化などによる離農
も進んでいる。切る機械などを早
急に準備する必要がある。支援を
お願いしたい。
（梨・ラッキョウ生産者）

　植え付けと切る作業の2つが機械
化できれば非常にいい。引き続き
研究していきたい。

　現在、「とっとり農業イノベーション連絡協議会」を中心に、
機械開発が進められており、移植機の開発や、メーカーによる
チェーンポット定植機の試作が行われてます。また、切り子不足
を解消する技術開発を望む声に対応するため、まずは現場の意見
集約を図っていくとも伺っており、市も必要な支援を行っていき
たいと考えています。

農業振興課

4

　子どもの果物・野菜離れや農産
物生産者が減少していることを考
えると、小学生の頃から農業につ
いて学ぶことが大切。授業に取り
入れたり、農業と接する機会を増
やしたりする取り組みをお願いし
たい。（梨・ラッキョウ生産者）

　積極的に取り組んでいる中学校
もあるが、全市的に、触れ合う機
会や、素晴らしいものが鳥取市で
生産されていることを、知る機会
を増やしていきたい。給食では地
元産のものを使っているが、現地
での体験など取り組みたい。

　現在、市内の小学校を対象に「米作り体験」や「米料理教室」
を実施し、学校教育分野での米の消費拡大や食育の推進を図って
います。また、市内８か所、３９７区画で「市民農園」を開設し
ており、市民が直接農業に触れる機会を提供しています。

農業振興課

5

　農作は最適とする生産時期があ
る。補助事業は４月～３月と期間
を決められるが、農作がちゃんと
できるように柔軟な制度にしてほ
しい。（ブドウ生産者）

　適切な時期に作付できるよう
に、もう少し細やかに考えていく
必要がある。

　基本的には補助事業は年度完了が原則ですが、作業に応じ、種
苗の定植、栽培管理、収穫・調整等に必要な機械の整備などを、
年度ごとの計画として段階的に事業を活用することは可能です。

農業振興課
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6

　制度の変わり目は、何百万円と
いうお金を動かすため、経営を大
きく左右する。制度が変わった後
ではなく、制度が変わりそうだと
いう時点で広く情報を提供してほ
しい。（水稲生産者）

　より早い段階での情報提供に努
める。

　米について、制度変更に際しては、見込みの段階で周知すると
混乱を招くケースも想定されますが、可能な限り早い段階での情
報発信に努めてまいります。

農業振興課

7

　離農される方がいるので、継承
という形で新規就農する。悩みも
新たに出てくると思うので、新規
就農者の交流の場などの機会を増
やしていただきたい。（いちご生
産予定者）

　新規就農された皆さんはいろい
ろな共通の課題や効果もあるの
で、意見交換や情報共有できる機
会を作る必要がある。

　先日鳥取西地域において旧気高郡の若手農業者の会（仮称）が
発足され、また、河原地域においても農業を考える会など、新規
就農者の意見交換の場が広がっています。今後、市としても、情
報共有の機会作りを支援していきたいと考えます。

農業振興課

8
　農地がかたまりになっていると
ころは、ずっと農地であり続けて
ほしい。（白ネギ生産者）

　農地が点在して、効率が悪い。
農業をいかに継続していくのかと
いうことが非常に大きな課題。若
い皆さんともしっかりと将来を見
据えて、いかに農業を守っていく
のかということを話し合っていか
ないといけない時期にある。

　「農業振興地域整備計画」で、今後も残していくべき農地とし
て「農用地区域」を設定しているところです。
　また、人・農地プラン等地域での話し合いや農地中間管理機
構、ＪＡ等と連携を取りながら担い手の規模拡大、担い手の農地
の集約化を図っていきたいと考えます。

農業振興課

9

　離農される方が多すぎる。集落
の米組織を立ち上げても、やって
いけない。担い手の確保に関する
取り組みをお願いしたい。（水稲
生産者）

　集落営農やみんなで効率よく担
い手に農地を集積させる、子ども
のときから農業を体験してもらう
など、いろんな場面を通じて取り
組んでいく必要がある。

　新規就農者の育成確保、農外からの企業参入、集落営農組織化
の支援など、担い手育成を引き続き取り組んでいきます。

農業振興課
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